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1．はじめに
高齢ドライバによる事故件数の増加が社会的問

題となっており，高齢ドライバについての研究や
対策が行われている．これまでの研究は，高齢者
と非高齢者の単純な比較に止まってしまい，加齢
による能力低下の議論のみがなされることが多か
った．しかし，現実には，「高齢者」になった途
端に運転能力が低下するわけではなく，すべての

「高齢者」に問題があるわけではない．加齢によ
る能力低下が運転にどのような影響を与えるの
か，高齢者に非高齢者を含めた上で，タイプとし
て分類することで，その特徴を把握することが期
待できる．タイプごとの特徴抽出ができれば，特
徴に応じた効果的対策をとることができ，最終的
には，運転支援や運転者教育，スクリーニングへ
の応用が可能である．

このような考えに基づき，高齢ドライバのタイ

プ分類を試みた先行研究1）では，高齢ドライバを，
慎重型，老化自覚型，老化非自覚型，衰え型の
4タイプに分類する提案を行っているが，母集団
が少なく，非高齢者を含まない等の問題があった．
また，対象とした運転行動が交差点右折時の行動
であり，緊急時の回避行動や個人特性が十分に反
映されていなかった．運転者の分類に関しては，
The thrill driver，The glider，The rival，The pilot，
The power driverといった5種類の運転者タイプへ特
徴分類を試みた例がある2）が，これは高齢ドライ
バを対象としたものではなく，このタイプ分類を
そのまま高齢ドライバへ適用することは難しい．

そこで本研究では，このような先行研究をふま
え，高齢ドライバを中心に，非高齢者との比較を
含めた上での運転者のタイプ分類を行うことを目
的とする．具体的には，緊急回避特性，通常運転
特性，運転者の個人特性といった項目について調
査を行い，クラスタ分析により，いくつかのタイ
プへと分類する．その後，判別分析により各クラ
スタへの判別関数を導出し，分類した各クラスタ
の特徴を示す．
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Abstract
This study aims to classify older drivers in order to clarify their driving behavior. The

classification approach will help us to understand driving characteristics of older drivers as
well as to develop driver assistance systems and education programs in order to prevent
traffic accidents. The study focused on three aspects of drivers, collision avoidance, general
driving, and driving style. We first applied cluster analysis to driver parameters acquired in
driving simulator and questionnaire studies. The result classified subjects into several
clusters. We then performed linear discriminant analysis to describe linear discriminant
functions. Using the functions, we can classify older drivers with high probability. Evaluation
of functions also revealed characteristics of each cluster.
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2．高齢ドライバの各種特性の把握
2. 1 特性把握の目的

本研究では，高齢者を分類することを目的とす
るため，高齢ドライバの特徴が現れると予想され
る状況に注目した．すなわち，高齢ドライバは，
生活道路において出会い頭の事故率が高い傾向が
あるため3），出会い頭状況における緊急回避を対
象とした．また，緊急時のみならず，通常運転行
動にも注目し，他の交通参加者の影響を受けない
直線走行時も対象とした．一方，個人特性として，
質問紙調査を実施した．

2. 2 実験概要
つくば市在住の高齢ドライバ30名（平均68.1歳，

SD＝3.25歳）および，非高齢ドライバ16名（20代
～50代まで，各年代4名ずつ）の合計46名を被験者
とした．緊急回避の状況としては，衝突に至る可
能性のある場面であるため，（財）日本自動車研究
所の広視野角運転シミュレータ（以下，「DS」と
いう）を用いた．

緊急回避特性については，交差点における出会い
頭事故の半数が，信号機のない四差路交差点で発生
しているため3），Fig. 1に示す交差点における出会い
頭場面を設定した．自車両の目標走行速度は
60km/hとし，左方より30km/hで走行する飛び出し車
両を出現させ，回避行動のデータを取得した．飛び
出し車両が見え始める位置を変化させることによ
り，TTC（Time To Collision）を1.0，1.5，2.0，3.0，
4.0秒の5条件とし，各条件はランダムとした．

通常走行特性として，衝突車両や対向車が存在し
ない直線走行区間300mの走行について，アクセル

ペダル操作を解析した．また，文献1）で提案されて
いる高齢運転者タイプ（Table 1参照）のどれに該
当するか，実験者による主観的分類を行った．

個人特性に関する質問紙調査として，運転スタ
イルチェックシート（DSQ）4）を実施した．

3．クラスタ分析による運転者の分類
3. 1 クラスタ分析の実施

前章の実験で得られたデータに対し，ウォード
法5）によるクラスタ分析を行った．緊急回避に関
しては，DSの最大減速度が7m/s2であることから，
回避成否の境界にあるTTC＝2.0秒の結果を用い
た．統計パッケージは，Mulcel 6）を使用し，以下
のパラメータを分析した．
・アクセルペダルストロークの変動係数（直線部

分定常走行時）
・ブレーキ踏力（踏力計の計測限界50daNで正規

化）
・視線移動時間（左方飛び出し車両に視線が向く

までの時間，対象データが1秒以下だったため
正規化せずそのまま使用）

・せっかち係数（上限値の4で除し正規化）
・虚偽発見尺度（上限値の4で除し正規化）
・年齢係数（80歳で割り正規化）

パラメータがすべて取得できた被験者36名（高
齢者：22名，非高齢者：14名）を対象とした．

3. 2 クラスタ分析の結果
ウォード法によるクラスタ分析のデンドログラ

ムをFig. 2に示す．Fig. 2に示したL1のレベルで区
切ると，左側のJとCが多いクラスタと，右側のN
やAの多いクラスタというように分かれることが
わかる．これは主として非高齢者中心のクラスタ
と高齢者中心のクラスタ，という見方ができる．
次に，L2のレベルで区切ると，図に示したA～Eの
五つのクラスタに分類される．これらとTable 1の
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Fig. 1 Driving situation

Table 1 Aged driver type of subjective classification
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主観評価との対応に関し考察を行う．Cluster Aは
全員非高齢者が分類されており，これはそのまま
非高齢者のクラスタとして扱う．Cluster Bは，非
高齢者の一部，およびC（慎重型）と評価された
高齢者が分類されたクラスタであり，慎重型に対
応するクラスタであると考えられる．一方，
Cluster C，Cluster D，Cluster Eについては，Table 1
の分類で考えると，バラツキが多く対応がよくな
いが，Cluster Cは比較的老化非自覚型と分類され
た高齢者や非高齢者が入っており，やや運転が荒
いクラスタであると考えられる．Cluster D，
Cluster Eは運転パフォーマンスの低い運転者を含
むクラスタであることが推察されるが，この分析
だけからは，特徴を見いだすことが難しい．

4．判別分析と分類手法
4. 1 判別分析の実施

前章で分析を行った五つのクラスタに，前章で
使用した六つのパラメータを用い，線形判別分析
を実施した．変数増加法を用い，係数の有意性の
検定を利用して，有意水準5％でパラメータの選
択を行ったところ，虚偽発見尺度を除く五つのパ
ラメータが取り込まれた．これらについて，
Table 2に示した線形判別関数を用い，判別分析を
行った．判別関数により導出された判別結果を
Table 3に示す．Cluster Cへの判別については，誤

判別があったものの，他のクラスタへは，きわめ
てよい判別結果が得られたことがわかる．

4. 2 判別手法とクラスタの特徴抽出
前節で導出した線形判別関数の係数について，

それぞれの係数の最大値で除すことにより正規化
した結果をFig. 3に示す．図の外側になるほど運転
能力の低下を示すように，ブレーキ最大踏力の軸
のみ，正負を逆にして表示した．この図より，A
～Eの各クラスタへの分類にあたり，各パラメー
タの寄与が大きさがわかる．以上より各クラスタ
の特徴は次のようにまとめることができる．
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Fig. 2 Dendrogram of Ward's method

Table 2 Coefficients of linear discriminant functions for each cluster

Table 3 Result of linear discriminant analysis
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・Cluster A：非高齢者が大半．定常時のアクセル
変動が小さくせっかち度合いも小さい．緊急時
の視線移動時間が短く，大きなブレーキ踏力を
出すことができる．

・Cluster B：アクセルコントロールやブレーキ踏
力，視線移動時間等，運転に関する指標はAと
大差なし．ただし，年齢が比較的高くせっかち
度合いの高い人が分類される．すなわち，“慎
重型”の高齢者，と考えることができる．

・Cluster C：年齢やせっかち度合いが高く高齢者
が多い．視線移動時間が長くなっており，周辺
認知能力に低下が見られると考えられる．“周
辺認知能力低下型”の高齢者といえる．

・Cluster D：年齢やせっかち度合いが高く高齢者
が多い．アクセル，ブレーキ，視線移動などの
パフォーマンスが，Cluster Aから，一律に低下
している傾向がある．すなわち，“老化型”の
高齢者と考えることができる．

・Cluster E：年齢やせっかち度合いが高く高齢者
が多い．アクセルやブレーキ，視線移動などす
べての能力に著しい低下が見られる人が分類さ
れている．すなわち，“運転能力衰え型”の高
齢者，と考えることができる．
このような分類より，例えば，Cluster Cの高齢

者は，周辺認知能力が低下している可能性がある
ため，その機能低下を補うような，情報提供支援
等の方策により，より安全運転ができるよう対策
をすることができる．また，Cluster Dの高齢者は，
運転パフォーマンスが一律に低下していることか
ら，運転支援だけでなく教育面から，能力低下を
意識させ，安全運転を促すような方策が有効であ
ると考えられる．

5．おわりに
高齢者に非高齢者を含め，緊急回避特性，通常

運転特性，および個人特性を把握し，クラスタ分
析と判別分析を行い，特徴ごとに分類を行った結
果，以下の結論を得た．
・アクセルペダル変動係数，最大ブレーキ踏力，

視線移動開始時間，せっかち係数，年齢係数の
5パラメータを用いた判別分析の結果，五つの
クラスタへ特徴整理ができた．

・分類したクラスタは，A：非高齢者が大半で比
較的運転能力の高いもの，B：運転パフォーマ
ンスに関してはAと同等だが，年齢係数とせっ
かち係数が高く高齢ドライバを多く含むもの，
C：Bと同様高齢者が多いが，特に視線移動開始
時間に遅れがみられ，周辺認知能力に低下がみ
られるもの，D：Bと同様高齢者が多く，運転パ
フォーマンスが若干低下しているもの，E：高
齢者が多く，運転パフォーマンスに著しい低下
がみられるもの，となった．
上記クラスタへの分類により，高齢者に一律に

能力低下があるのではないことが示され，非高齢
者を含めた上で，能力低下の特徴による整理を行
うことができた．今後は，実運転行動のデータを
取得して分類妥当性検証を行い，クラスタの特徴
に応じた支援・教育方策の検討を行う．

本報は，（社）日本自動車工業会からの2007年度
受託研究の一部をまとめたものである．
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Fig. 3 Influence of parameters for each cluster
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